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論 文 内 容 の 要 旨
高分子濃厚溶液のレオロジー的性質は, 繊維の紡糸など高分子の加工における加工性を決定する因子と







目的もそこにあることを述べている｡ 第 2章においては, 著者が本研究に試料として用いたアクリロニ ト
リル- アクリル酸メチル共重合体溶液の調製と, 毛管法による粘性および弾性の測定法について述べてい
る｡
第 3章においては, アク1) ロニ トリル濃厚溶液のゼロせん断粘度 (ZeroIShearviscosity)叩｡ の分子量,
濃度および温度依存性を測定し, その結果を他種の高分子について従来から報告されている結果と比較検
討している｡ 多 くのビニル系高分子の り｡ は濃度の5ないし6乗に比例するのに対して, アクリロニ トリ
ル共重合体溶液の りO は濃度の6乗以上に比例して増大することが明らかになった｡ また, りO と分子量と
の両対数プロットは直線で近似できるが, この直線の勾配はせん断応力の増大とともに減少し, しかも勾
配の異なる直線群は1点, すなわち初めてからみ合い構造が形成される臨界分子量 M｡ の点で交わること






とによって, これらの溶液の定常流粘度のせん断速度依存性が, 温度, 分子量, 濃度の関数であるからみ
合いの寿命によって定まることを確かめた｡
第5章においては, 臨界分子量 M｡ と濃度 C との関係あるいは分子量Mと臨界濃度 C｡ との関係を試料
溶液について検討している｡ すべての実験結果は, Mac｡ニー定または MEc- 一定という関係を満足し,
べキ指数aは高分子の分子量および溶媒との相互作用によって0-5から1.0まで変化する｡ ここに得られ





い, 前述の ccおよび Mc とは別の臨界値 (C｡)eおよび (M｡)eの存在することを見出し, これらの臨
界値以下および以上の濃度および分子量範囲におけるGとC およびMとの間の定量的関係を求めている｡
また, G は温度の上昇, せん断速度の増大とともに低下するが, G が低下を始めるせん断速度は粘度が低
下し始めるせん断速度より高いことを明らかにしている｡





























(3) 分子間のからみ合いを決定する臨界分子量 M｡ と濃度Cまたは臨界濃度 cc と分子量 M との間に
Mace- 一定または Mac｡- 一足という関係が常に成立することを確かめた｡ ただし, aは系によって定ま






度より高い別の臨界値 (著者はこれを2次からみ合い開始点と呼ぶ) が存在し, これが溶液の弾性挙動と
密接に関連することを明らかにした｡
(5) 2 次からみ合い開始点の上下の濃度および分子量領域において分子間のからみ合い数が異なること
を見出すとともに, その結果に基づいて濃厚溶液中に形成される異種の構造の存在を指摘した｡
以上要するに本論文は, 今まで研究されることのほとんどなかったアクリロニトリル共重合体濃厚溶液
の粘弾性挙動について広範な研究を行ない, それらと内部構造および可紡性との関係を論じたもので, こ
の方面の研究に対して多くの貴重な知見と有力な指針を与え, 学術的にも工業的にも寄与するところが少
なくない｡
よって, 本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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